
サクサ製 IP Net Phone SX
簡単操作マニュアル

(xCube-Lite簡単設定ウィザード版）



はじめに

　　　本書は、弊社の製品であるxCube との組み合わせで、
　　　SAXA IP電話機をご使用になられるときの参考資料となっております。

下記は、説明の中に出てくる電話機のイメージ図です。

ラインキー（1～30）

1～6 パーク保留
7 代理応答
12 マイク
13～28 ダイヤルイン
30 受付

1



接続する

PoE HUBをご利用の場合

① 電話機背面にある、NWと書かれた差込口にケーブルを差し込んでください。

1分ほどしてディスプレイに内線番号と日時が表示すれば完了です。

ACアダプターをご利用の場合

① 電話機背面にある、NWと書かれた差込口にケーブルを差し込んでください。

② ACアダプタのコンセントプラグを100Vのコンセントに差します。

③ ACアダプタのプラグを本体右側面にある、「ACアダプタ差込口」に差します。

1分ほどしてディスプレイに内線番号と日時が表示されれば完了です。
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発信する

① ハンドセットを取り上げる
（スピーカーボタン又は応答/内線ボタン
を押す）プーという発信音が聞こえます。

② 発信先電話番号をダイヤルする

③ 発信ボタンを押す
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①スピーカー
ボタン

①応答/内線
ボタン

①ハンドセット

③発信ボタン



応答する

① 着信時に、
ハンドセットを取り上げる
（スピーカーボタン又は応答/内線ボタン
を押す）
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①スピーカー
ボタン

①応答/内線
ボタン

①ハンドセット



自己保留

① 通話中に保留ボタンを押す
点灯している応答/内線ボタンを押すこと
で保留を解除できます。

自己保留を行うと電話機に
「プップッ」と音が聞こえます。
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①保留ボタン ②応答/内線
ボタン



応答後転送

① 通話中に保留ボタンを押す

② 転送先番号をダイヤルし、
発信ボタンを押す

③ 転送先が応答したら、
ハンドセットを置きます。
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②発信ボタン ①保留ボタン

③ハンドセット



①

代理応答

ボタン7を押す

代理応答は、他の電話機への着信に
応答することです。
着信端末と同じグループに所属していな
い場合は代理応答することができません。
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①ボタン7



パーク保留

パーク保留
① 通話中にボタン1～6のいずれかを押す

通話がパーク保留されると
押したボタンが点灯します。

点灯していないボタンを選んで
パーク保留してください。
点灯しているボタンを押した場合
パーク保留されません。

パークピックアップ
② 通話中ではない電話機から

点灯している1～6のボタンを押す

ボタンを押したと同時に通話が
開始されます。

8

①ボタン
1～6



マイク

① ボタン12を押す

ボタン6を押して、マイクを有効にすること
でハンドセットを持たなくても
相手に声を届けることができます。

9

①ボタン12



受付

① ボタン30を押す

受付からの着信があった場合に
ボタン30が点灯します。
ボタン30を押すことで応答できます。
応答するとボタンの点灯が
赤から緑に変わります。

通話中に、赤く点灯する
ボタン30を押すと通話を切断し、
着信に応答します。

※受付ボタンを利用するには
 　簡単設定ウィザードで受付を
　 設定する必要があります。
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①ボタン30



ダイヤルイン

① ボタン13～28を押す

ボタンに対応したダイヤルイン番号に
着信があったときにボタン13～28が
点灯します。
ボタンを押し応答すると
点灯が赤から緑に変わります。

通話中に、赤く点灯している
ボタン13～28を押すと
通話を切断し、着信に応答します。

※割り当てられる番号とボタンの配置は
　 簡単設定ウィザードのStep5の画面で
　 確認することができます。
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①ボタン
13～28



音量調節

① 十字キー上を押すと
音量が大きくなります。
下を押すと小さくなります。

音量は通話中でも変更可能です。
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①十字キー
上下


	表紙
	はじめに
	接続
	発信する
	応答する
	自己保留
	応答後転送
	代理応答
	パーク保留
	マイク
	受付
	ダイヤルイン
	音量調節

